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正会員数982名　賛助会員 43個人・70団体（６月末現在）

会 報

第 平成29年７月１日発行

P2	 平成29年度定時総会あいさつ
	 感謝状・表彰状受賞者
P3	 平成28年度　事業実績報告
P4	 平成29年度　課題と事業予算
P5	 新役員紹介
P6	 地区世話役・互助会役員紹介

P7	 安全・適正就業強化月間
　　　　就業会員を訪ねて
P8〜P9	会員のひろば
P10	 地域紹介「わが街自慢」
P11	 人あり・技あり・心あり
	 新入会員紹介
P12	 事務局だより

―― 内 容 紹 介 ――

号 （公社）山形市シルバー人材センター

ホームページでもご覧いただけます。 山形市シルバー人材センター

長瀬理事長あいさつ
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平
成
二
十
九
年
度
定
時
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

公
益
社
団
法
人
と
し
て
高
年
齢
者
の
就
業
促
進
と
地

域
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。平

成
二
十
八
年
度
は
会
員
の
皆
様
と
共
に
、「
三

年
間
事
故
ゼ
ロ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
安
全
・

適
正
就
業
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
事
業
の
さ
ら
な
る

進
展
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

請
負
事
業
及
び
派
遣
事
業
と
も
に
、
効
果
的
な
新

規
就
業
開
拓
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
就
業
実
績
も
会

員
数
も
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
も
偏
に
会
員
の
皆
様
並
び
に
賛
助
会
員
の

皆
様
、
そ
し
て
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
理
解
、
ご
指
導

の
賜
物
と
ま
ず
も
っ
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
十
五
年
に
改
正
さ
れ
た
「
高
年
齢

者
等
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
六
十
五
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
の
雇
用
確

保
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
政
府
の
「
働

き
方
改
革
実
現
会
議
」
に
よ
れ
ば
、
高
年
齢
者
の
七

割
近
く
が
六
十
五
歳
を
超
え
て
も
働
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
働
い
て
い
る
人
は
二
割
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
労
働
力
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中

で
我
が
国
の
成
長
力
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
も
、

意
欲
あ
る
高
年
齢
者
が
エ
イ
ジ
レ
ス
に
働
く
た
め
の

多
様
な
就
業
機
会
を
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

提
言
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
年
齢
者
の
雇

用
促
進
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
で
あ
る

「
や
ま
が
た
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業
」
を
山

形
市
や
関
係
機
関
の
皆
様
と
と
も
に
、
平
成
二
十
九

年
度
か
ら
の
三
年
間
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
高
年
齢
者
の
多
様
な
就
業
形
態
に

対
応
す
る
た
め
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
就
業
相
談
窓

口
を
開
設
し
、
ま
た
雇
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
た

め
の
企
業
や
高
年
齢
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会

の
開
催
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
年
齢

者
の
た
め
の
産
直
市
や
農
園
の
運
営
、
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
事
業
等
も
併
せ
て
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
に
策
定
し
た
「
新
中
期

事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域
の
高
年
齢
者
自
ら
が

主
体
的
に
連
携
し
、
共
に
働
き
、
共
に
助
け
合
う
こ

と
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
満
足
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
通
じ
、
事
業
の
社
会
性
を
高
め
、
質
的
向
上

と
量
的
拡
大
を
図
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、
生

涯
現
役
を
望
む
高
年
齢
者
に
就
業
の
場
と
、
社
会
参

加
や
仲
間
と
の
集
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
年
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
や
健
康
の
維
持
・
増

進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理

念
で
あ
り
ま
す
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の

精
神
の
も
と
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
高
齢
者
並
び

に
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
シ
ル
バ
ー

事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
重
ね
て
関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

平
成
二
十
九
年
度
定
時
総
会
理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
　
長
　
瀬
　
洋
　
男

感 謝 状 受 賞 者 名 簿
１　
役
員
表
彰
（
六
名
）	

　

�　

役
員
と
し
て
、
二
期
以
上
に
わ
た
り
セ
ン
タ
ー
発

展
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
、
退
任
さ
れ
る
方
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名
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名
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名
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名
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及
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組
長
表
彰
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十
三
名
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地
区
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正
副
班
長
及
び
組
長
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し
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、
五
年
以

上
在
任
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、
退
任
さ
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方

地
区
名
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名

地
区
名
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名

第　

三

武
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弘

千　
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鑓
水　

藤
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西

新
野
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美
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沢
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八
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会
員
表
彰
（
五
十
名
）	

　

�　

会
員
と
し
て
、
五
年
以
上
在
籍
し
、
積
極
的
に
就

業
に
励
み
、
そ
の
業
績
が
顕
著
で
あ
り
、
正
副
班

長
の
推
薦
を
受
け
た
七
十
歳
を
超
え
た
方

地
区
名

氏　

名

地
区
名

氏　

名

第　

一

五
十
嵐
ヱ
イ
子
飯
塚
・
椹
沢

小
林
健
次
郎
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三

鈴
木
美
智
子
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・
椹
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澤　
　

勇　
山
寺
・
高
瀬
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瀬
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光
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王
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司
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漆
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り
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加
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折
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6年ぶりに会員数が1,000人を突破
　全国的に少子高齢化が急速に進む中、山形市の高齢化率も平成36年度末には30.1％にまで達すると見込ま
れ、高齢化はますます進んでいくものと予想されています。「人生90年時代」が到来することとなり、高年
齢者へ就業機会を確保し提供してきたシルバー人材センターの機能は、多様なニーズに応えるためにもます
ます重要になっていくものと思われます。
　当センターにおいては、平成28年度は平成26
年度に策定した「新中期事業計画」5ヵ年の中
間年にあたることから、過去2年間の事業を検
証しながら、後期事業の取組みに向けて計画の
見直しと目標値の修正等を行いました。
 会員の皆さんと役職員が一丸となり新入会
員の増加に取り組んだ結果、平成28年度末の正
会員数は、71人増の1,060人となりました。契約
金額は、新規就業開拓を積極的に展開したことにより、15,360千円増の432,620千円、就業延人員は1,031人
増の135,469人、受託件数は354件増の5,095件と前年度に引き続き増加しました。派遣事業については、受注
が順調に推移した結果、契約金額は13,278千円増の50,738千円、就業延人数は4,294人増の11,762人と大幅な
増加になりました。（詳しくは平成29年度定時総会議案書をご参照ください。）

職 群 毎 事 業 実 績

年度別会員数の推移

平成28年度　事業実績報告

平成28年度事業実績
項目 28年度実績 27年度実績 比較

正会員数 1,060人 989人 71人
契約金額 432,620千円 417,260千円 15,360千円
就 業 延
人 数 135,469人 134,438人 1,031人

受託件数 5,095件 4,741件 354件
派遣事業
契約金額 50,738千円 37,460千円 13,278千円

（千円）

（人）
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平成29年度　課題と事業予算

総予算
453,251千円

事業収入
425,646千円

補助金収入　21,100千円
その他　82千円

会費収入　2,938千円
労働者派遣事業収入　3,485千円

合計
425,646千円

管理群
223,000千円

管理群
223,000千円

一般作業群
168,257千円
一般作業群
168,257千円

事務整理群　6,000千円
技能群　 21,000千円

折衝外交群　3,000千円折衝外交群　3,000千円
独自事業　789千円独自事業　789千円
技術群　100千円技術群　100千円

サービス群　3,500千円

会員増と就業機会の拡大、安全就業を重点課題に
 高齢化が進み、労働人口が減少していくことが予想される中、社会を支える立場であり続ける高年齢者
を増やしていくことは急務となっており、シルバー人材センター事業の役割が地域社会活性化のためにます
ます重要になっていくと考えられます。こうした中、厚生労働省においては、地域の実情に応じ、派遣・職
業紹介に限り週40時間までの就業を可能とする「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」の一部改正が行
われました。
 平成29年度は、「新中期事業計画」の中間年にあたり、修正を加えた計画に基づき事業を進めてまいりま
す。また、平成28年度に『３年間事故ゼロ』の重点目標を掲げましたが、今年度も引き続き一丸となって安
全意識の啓蒙に努めてまいります。
 基本理念である「自主・自立、共働・共助」を堅持しながら、一層の機能強化と効率的な事業運営を推
進するとともに、関係各位のご支援・ご協力をいただきながら、公益社団法人として、高齢者並びに地域社
会の期待に応えられるよう次の8つの事項を重点事項に掲げ、事業の推進に取り組んでまいります。
（事業計画や予算等、詳しくは平成28年度定時総会議案書をご参照ください。）

重 点 課 題

１．会員拡大と退会会員の歯止め　　　
２．受注作業の迅速化
３．就業機会の拡大と受注件数の増加　　
４．会員組織の充実と活性化
５．子育て支援事業への取り組み　　　　　　　　　　　　
６． 安全就業推進体制の強化
７．公益社団法人としての機能強化
８．経営の効率化と財源の確保

事 業 収 入 内 訳平成29年度予算（収入総額）   



－ 5 －

平成 29 年 ７ 月１日 第 127 号シルバーやまがた

新
役
員
紹
介

理
　
事
　
会

専
門
部
会

理
事
長
（
代
表
理
事
）

長
　
瀬
　
洋
　
男　
　

（
市
推
薦
）

副
理
事
長（
代
表
理
事
）

樋
　
口
　
健
　
一

（
西
地
区
）

常
務
理
事（
業
務
執
行
理
事
）

笹
　
原
　
信
　
之

（
市
推
薦
）

理　

事鞠
　
子
　
克
　
己

（
市
推
薦
）

理　

事栗
　
原
　
浩
　
一

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
推
薦
）

理　

事石
　
澤
　
裕
　
吉

（
市
都
市
振
興
公
社
推
薦
）

理　

事本
　
木
　
康
　
晴

（
滝
山
一
地
区
）

理　

事那
　
須
　
　
　
博

（
第
六
地
区
）

理　

事加
　
藤
　
芳
　
男

（
鈴
川
二
地
区
）

理　

事髙
　
野
　
昭
　
英

（
西
部
地
区
）

理　

事大
　
瀧
　
　
　
守

（
鈴
川
一
地
区
）

理　

事佐
　
藤
　
　
　
明

（
第
六
地
区
）

理　

事塩
　
野
　
美
智
子

（
南
山
形・本
沢
地
区
）

理　

事安
　
達
　
つ
や
子

（
金
井
地
区
）

理　

事会
　
田
　
健
　
治

（
東
沢
地
区
）

監　

事相
　
沢
　
英
　
章

（
飯
塚
・
椹
沢
地
区
）

監　

事高
　
橋
　
和
　
子

（
第
八
地
区
）

◎
は
部
会
長
お
よ
び
委
員
長

○
は
副
部
会
長
お
よ
び
副
委
員
長

《
総
務
部
会
》◎　

本
　
木
　
康
　
晴

○　

那
　
須
　
　
　
博

　
　
石
　
山
　
哲
　
雄

　
　
鈴
　
木
　
美
智
子

　
　
山
　
口
　
重
　
雄

　
　
三
　
浦
　
正
　
昭

　
　
鞠
　
子
　
克
　
己

《
事
業
部
会
》◎　

加
　
藤
　
芳
　
男

○　

髙
　
野
　
昭
　
英

　
　
古
　
頭
　
義
　
雄

　
　
布
　
施
　
道
　
弘

　
　
森
　
谷
　
と
し
子

　
　
結
　
城
　
正
　
夫

　
　
石
　
澤
　
裕
　
吉

《
広
報
部
会
》◎　

大
　
瀧
　
　
　
守

○　

佐
　
藤
　
　
　
明

　
　
髙
　
橋
　
宏
　
一

　
　
伊
　
藤
　
光
　
夫

　
　
今
　
野
　
久
　
子

　
　
深
　
瀬
　
江
里
子

　
　
齋
　
藤
　
英
　
夫

《
女
性
部
会
》◎　

塩
　
野
　
美
智
子

○　

安
　
達
　
つ
や
子

　
　
佐
　
藤
　
久
　
子

　
　
設
　
楽
　
み
　
つ

　
　
土
　
田
　
ト
ク
子

　
　
髙
　
田
　
さ
と
子

　
　
小
　
林
　
久
　
子

《
安
全
就
業
推
進
委
員
会
》

◎　

樋
　
口
　
健
　
一

○　

会
　
田
　
健
　
治

　
　
武
　
田
　
忠
　
征

　
　
平
　
吹
　
誠
太
郎

　
　
金
　
子
　
ミ
ツ
子

　
　
成
　
田
　
　
　
巌

　
　
山
　
﨑
　
正
　
弘

　
　
宮
　
林
　
義
　
美

　
　
長
　
瀬
　
恵
　
子

　
　
栗
　
原
　
浩
　
一



－ 6 －

平成 29 年 ７ 月１日 第 127 号シルバーやまがた

地
区
世
話
役

会
員
互
助
会
幹
事

会
員
互
助
会
顧
問
・
相
談
役

退
任
役
員
紹
介

地
区
名

班　

長

副
班
長

組　

長

地
区
名

班　

長

副
班
長

組　

長

第　

一
大
和　

壽
一
及
川　
　

明

飯　

塚
・

椹　

沢　

長
南　

幸
二
安
孫
子
司
郎
金
子　

光
一

第　

二
東
海
林
正
良
佐
藤　

輝
夫
豊
川　
　

覚
東　

沢
江
口　

矩
雄
江
口　

誠
一
川
島　

富
隆

小
林　

敏
子
滝
山
一
山
口　

重
雄
相
澤　

忠
志
菊
地　

一
郎

川
井　

幸
雄

小
池　

正
人

第　

三
清
水　
　

勇
伊
藤　
　

忠
志
鎌　

一
夫

岩
城　

博
範

井
上　

光
夫

本
木　

康
晴

第　

四
明
石　
　

務
長
谷
川
德
治
志
田　
　

正
滝
山
二
沼
沢　

久
雄
宮
崎　

尚
久
永
沢　

慶
次

第　

五
佐
藤　

武
則
廣
井　

豊
雄

渡
邉　
　

孝

第　

六
伊
東　

義
雄
村
上　

清
志
茅
野　
　

勲
出　

羽
・

明　

治

漆
山　

敏
男
石
原　

一
夫
結
城　

正
弘

鈴
木　
　

曉

樋
口　

俊
樹

丸
山　

正
弘
金　

井
今
田　

一
夫
會
田　

文
雄
南　
　

荘
介

第　

七
渡
辺　
　

彰
遠
藤　

勝
廣
村
上　

宏
治

大
宮　

和
彦

西

細
谷　

孝
司　
吉
永　

二
郎
古
郡
興
二
郎

石
川　

廣
司

森
谷　
　

亮
大　

郷
渡
邉　

一
男
伊
藤　

卓
二

佐
々
木
良
樹
山　

寺
・

高　

瀬

赤
塚　

正
弘
安
孫
子
眞
一

第　

八
浅
香　

公
博
武
田　
　

満
狩
野　

敏
男
楯　

山
工
藤　

俊
二
高
橋　

孝
信

工
藤
健
二
郎
蔵　

王
今
野　

久
子
樋
口　
　

猛
横
山　
　

重

第　

九
近
野　

正
弘
稲
澤　
　

勇

小
川　
　

孝

第　

十
上
谷　

一
郎
鈴
木　

荘
一
折
原　

昌
子

小
林　

久
子

　

畠
山　

健
一
南
山
形
・

本
沢

塩
野　

邦
雄
長
澤　

勝
紘
鈴
木　

正
孝

鈴
川
一
大
滝　
　

守
太
田　

正
樹

逢
坂　

鉄
雄

鈴
川
二
宮
林　

義
美
渡
邊　
　

孝
岡
崎　

五
郎

芳
賀　
　

清

設
楽　

芳
男

古
内　

藤
一

鈴
川
三
渡
辺　

志
朗
藤
田　
　

清
小
笠
原
重
義
南
沼
原
佐
々
木　

守
吉
田　
　

正
船
山　

三
男

庄
司　
　

豊

渡
辺　

正
明

千　

歳
杉
澤　

輝
男
矢
萩　

芳
美
稲
村　

秀
韶

岸　
　

清
司

東
海
林
静
雄

宍
戸　

良
一

矢
田
目
喜
祥

須
貝　

國
男

仁
藤　

政
司
西　

部
渡
辺　

和
夫
渡
邊　

幸
夫
大
滝　

忠
行

会　

長　
　

阿
　
部
　
一
　
雄

　
　
　
　
　
　

（
鈴
川
三
地
区
）

副
会
長　
　

升
　
谷
　
光
　
悦

　
　
　
　
　
　

（
南
沼
原
地
区
）

幹
事
長
兼
会
計
担
当

　
　
　
　
　

會
　
田
　
千
嘉
子

　
　
　
　
　
　

（
鈴
川
三
地
区
）

幹　

事　
　

阿
　
部
　
健
次
郎

　
　
　
　
　
　
　

（
金
井
地
区
）

幹　

事　
　

山
　
川
　
良
　
男

　
　
　
　
　
　
　

（
第
五
地
区
）

幹　

事　
　

伊
　
東
　
義
　
雄

　
　
　
　
　
　
　

（
第
六
地
区
）

幹　

事　
　

長
　
澤
　
榮
三
郎

　
　
　

（
南
山
形
・
本
沢
地
区
）

幹　

事　
　

那
　
須
　
　
　
博

　
　
　
　
　
　
　

（
第
六
地
区
）

幹　

事　
　

菅
　
井
　
和
　
廣

　
　
　
　

（
出
羽
・
明
治
地
区
）

幹　

事　
　

丸
　
子
　
米
　
子

　
　
　
　

（
出
羽
・
明
治
地
区
）

監　

事　
　

塩
　
野
　
邦
　
雄

　
　
　

（
南
山
形
・
本
沢
地
区
）

監　

事　
　

會
　
田
　
敏
　
男

　
　
　
　
　
　
　

（
蔵
王
地
区
）

顧　

問　
　

長
　
瀬
　
洋
　
男

　
　
　
　
　
　
　
　

（
理
事
長
）

相
談
役　
　

笹
　
原
　
信
　
之

　
　

（
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
）

副
理
事
長　
　

鈴
　
木
　
健
　
一　
　
　
　
　
　

理　

事　
　
　

鈴
　
木
　
洋
　
一

理　

事　
　
　

小
　
林
　
　
　
誠

理　

事　
　
　

村
　
田
　
せ
つ
子

理　

事　
　
　

佐
　
藤
　
美
紀
子

監　

事　
　
　

佐
　
藤
　
勝
　
蔵

︱
長
い
間

　
　
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
︱
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安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

�

安
全
就
業
推
進
委
員
会
　

　

二
十
八
年
度
か
ら
「
三
年
間
事
故
ゼ

4

4

4

4

4

4

ロ4

」
を
目
指
し
事
故
防
止
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
残
念
で
す
が

二
十
九
年
四
月
に
就
業
中
に
事
故
が
発
生

し
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

引
き
続
き
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。
常
に
「
見
え
な
い
危
険

4

4

4

4

4

4

」
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
を
会
員
一
人
一
人
が
自

覚
し
ゆ
と
り
を
も
っ
て
「
安
全
第
一

4

4

4

4

」
を

最
優
先
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
各
地
区
班
及
び
職
群
班
と

も
連
携
協
力
し
、
独
自
の
安
全
推
進
活
動

を
実
施
し
、
事
故
ゼ
ロ
の
継
続
を
目
指
し

事
故
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
の
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
発
生
し
た
事
故
の
状
況
を
見
ま
す
と
、

剪
定
作
業
時
の
脚
立
か
ら
の
踏
み
外
し
に

よ
る
転
落
、
刈
払
い
機
作
業
の
異
物
飛
び

跳
ね
に
よ
る
器
物
破
損
事
故
、
通
勤
途
上

の
事
故
件
数
が
相
変
わ
ら
ず
増
加
傾
向
に

あ
り
、
重
篤
事
故
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
七
月
は
「
全
国
安
全
・
適
正
就

業
強
化
月
間
」
と
し
て
一
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
の
間
、
全
シ
協
・
県
連
合
会
・
各

地
区
Ｓ
Ｃ
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
強
化
月
間

中
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
り
組
み
事
項
】

一
、
安
全
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

二
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
活
動
の

推
進

◦
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
・
不
定
期
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施

◦
安
全
保
護
具
の
完
全
着
用
の
徹
底

（
安
全
帽
・
安
全
帯
等
の
装
着
）

◦
機
械
器
具
・
安
全
保
護
具
の
点
検

整
備

◦
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
の
携
帯
徹
底

三
、
安
全
意
識
の
高
揚
策
の
充
実

◦
安
全
標
語
の
募
集
と
優
秀
作
品
の

表
彰

◦
安
全
に
対
す
る
体
験
発
表
会
の
開

催
◦
「
安
全
就
業
推
進
委
員
会
だ
よ
り
」

の
発
行
で
事
故
防
止
の
喚
起

四
、
会
員
の
健
康
管
理
意
識
高
揚
と

し
て
総
合
健
診
の
受
診
を
推
奨

五
、
就
業
途
上
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止

◦
交
通
安
全
講
習
会
及
び
交
通
安
全

対
策
の
徹
底

◦
徒
歩
・
自
動
車
・
自
転
車
・
バ
イ

ク
で
の
事
故
防
止
の
徹
底

二
十
九
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

�『
事
故
防
止
　
急
ぐ
な
　
あ
せ
る
な
　
気
を
抜
く
な
』

　

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

「
な
が
ま
ち

荘
」
は
、
市

の
北
部
、
長

町
に
開
設
さ

れ
て
二
十
七

年
に
な
る
。

　

広
大
な
施

設
に
は
、
長

期
入
所
者
八

十
名
、
短
期

入
所
者
二
十
名
、
通
所

介
護
利
用
者
三
十
名
と
、
多
く
の

方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設
の
清

掃
・
洗
濯
、
宿
日
直
業
務
を
十
二

名
で
請
け
負
っ
て
い
る
が
、
今
回

は
清
掃
・
洗
濯
業
務
を
担
当
さ
れ

る
会
員
を
訪
れ
た
。

　

従
事
す
る
会
員
は
七
名
。
勤
務

体
制
は
三
人
ず
つ
二
班
（
①
午
前

八
時
半
～
午
後
四
時
半
、
②
午
前

十
一
時
～
午
後
七
時
）
編
成
。
今

回
は
高
田
さ
ん
、
室
岡
さ
ん
、
瀬

尾
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

　

大
型
洗
濯
機
、
乾
燥
機
が
フ
ル

回
転
す
る
部
屋
で
の
取
材
。
百
名

を
超
す
利
用
者
さ
ん
の
洗
濯
物
の

数
は
数
え
き
れ
な
い
程
と
い
う
こ

と
。
衣
類
の
素
材
に
も
細
心
の
注

意
を
払
い
分
別
し
て
洗
濯
方
法
を

変
え
る
。
洗
濯
・
乾
燥
を
終
え
た

衣
類
は
利
用
者
さ
ん
へ
返
却
。
衣

類
に
記
入
さ
れ
た
名
前
を
チ
ェ
ッ

ク
し
居
室

の
タ
ン
ス

に
収
納
し

て
終
了
。

　

取
材
中
、

三
人
の
目

の
前
に
は
、

バ
ス
タ
オ

ル
・
フ
ェ

イ
ス
タ
オ

ル
が
重
ね

ら
れ
て

あ
っ
た
。

タ
オ
ル
の
端
に
書
か
れ
た
利
用
者

さ
ん
の
名
前
が
見
や
す
い
よ
う
に

た
た
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
心
遣
い

が
見
え
て
く
る
。
十
一
時
に
な
る

と
施
設
内
の
床
・
ト
イ
レ
清
掃
と

仕
事
内
容
が
変
わ
る
。

　

主
婦
に
と
っ
て
掃
除
・
洗
濯
は

日
常
茶
飯
事
。
し
か
し
こ
の
よ
う

に
大
き
な
施
設
で
の
作
業
は
ど
ん

な
に
か
大
変
な
こ
と
だ
ろ
う
と
心

か
ら
思
っ
た
。

　

そ
の
大
変
さ
を
言
葉
に
も
せ
ず

笑
顔
で
作
業
内
容
を
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
三
人
の
屈
託
の
な
い
明
る

い
表
情
が
深
く
印
象
に
残
っ
た
。

　

取
材
の
時
間
中
に
も
、
作
業
場

に
は
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ

た
洗
濯
物
が
三
つ
程
持
ち
込
ま
れ

て
い
た
。
き
れ
い
に
な
っ
た
衣
類

を
手
に
さ
れ
る
利
用
者
さ
ん
の
笑

顔
を
想
い
浮
か
べ
て
、
心
が
和
ん

だ
。　
　
　

（
取
材
・
広
報
部
）

就業会員を訪ねて
髙田さと子・室岡節子
瀬尾知栄子（ながまち荘）
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私
は
、
早
い
も
の
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
会
員
に
な
っ
て
間
も
な
く
三
年

に
な
り
ま
す
。
会
員
に
な
っ
て
二
か
月
後

に
現
在
の
仕
事
に
就
業
し
ま
し
た
。
そ
こ

は
皆
様
も
ご
存
知
の
山
形
市
野
草
園
で
す
。

仕
事
の
内
容
は
植
物
管
理
業
務
で
す
。
す

な
わ
ち
植
物
回
り
の
草
刈
り
、
除
草
、
樹

木
伐
採
、
育
苗
、
施
肥
、
植
栽
剪
定
等
で

す
。
私
も
初
め
て
の
仕
事
だ
っ
た
の
で
大

変
不
安
で
し
た
が
い
ざ
行
っ
て
み
る
と
意

外
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
の
中
に
入
れ
こ

み
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
と
言
う
と
私
も
シ
ル
バ
ー
会
員

に
な
る
約
一
年
前
に
趣
味
の
家
庭
菜
園
を

行
い
、
予
想
外
の
広
い
畑
を
借
り
る
事
が

出
来
、
耕
す
に
耕
運
機
、
刈
払
機
を
必
要

と
し
、
購
入
し
て
可
動
し
て
い
た
こ
と
が

野
草
園
で
の
就
業
に
役
に
立
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
又
偶
然
に
も
借
り
て
い
る
畑

が
野
草
園
の
隣
の
地
区
の
土
坂
地
区
で
就

業
が
あ
る
日
は
帰
り
に
畑
に
寄
っ
て
き
ま

す
。
就
業
が
休
み
の
時
は
朝
か
ら
畑
に
い

る
と
い
っ
た
日
々
で
毎
日
西
蔵
王
に
通
っ

て
い
ま
す
。
ゆ
え
に
一
挙
両
得
で
ど
ち
ら

も
上
手
く
で
き
て
い
ま
す
。
今
は
時
期
的

に
ど
ち
ら
も
忙
し
く
大
変
な
思
い
を
し
て

い
ま
す
が
、
植
物
管
理
を
す
る
こ
と
で
花

も
奇
麗
に
咲
き
お
客
様
に
喜
ば
れ
ま
た
家

庭
菜
園
も
う
ま
く
出
来
る
こ
と
を
夢
見
て
、

こ
の
度
の
や
ま
が
た
生
涯
現
役
促
進
地
域

連
携
事
業
の
よ
り
あ
い
産
直
市
へ
の
出
品

者
と
し
て
貢
献
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
、

毎
日
の
日
々
を
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。　

　

「
社
交
ダ
ン
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
と
よ
ば
れ
一
つ
の

教
養
で
あ
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

楽
し
め
る
、
健
康
的
な
娯
楽
で
も
あ
る
」

政
治
経
済
学
者
で
あ
り
、
哲
学
者
で
も
あ

る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
言
っ
て
い
る
。

　

「
舞
踊
と
音
楽
は
人
間
が
発
明
し
た
、

も
っ
と
も
初
期
的
な
快
楽
で
あ
る
」
で
始

ま
る
役
所
広
司
、
竹
中
直
人
、
渡
辺
え
り

出
演
の
映
画
「Shall w

e 

ダ
ン
ス
？
」

は
二
十
年
位
前
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
が
、
笑

い
あ
り
涙
あ
り
で
面
白
く
、
三
回
見
に

行
っ
た
知
人
も
い
た
。
映
画
を
見
て
ダ
ン

ス
を
始
め
た
人
も
大
勢
い
た
が
、
私
も
そ

の
一
人
だ
っ
た
。

　

荘
銀
山
形
ビ
ル
で
施
設
管
理
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
週
二
～
三
回
の
公
民
館

で
の
練
習
と
の
時
間
配
分
が
良
く
、
両
立

し
て
い
る
の
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
で
、
十
五
年
く
ら
い
前
に
私

が
踊
っ
て
い
た
姿
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
見
た
。
何

か
忘
れ
か
け
て
い
た
、
大
切
な
「
モ
ノ
」

を
見
つ
け
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

今
で
は
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
に
も

出
場
し
て
い
て
、
当
時
か
ら
見
れ
ば
格
段

に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
。

下
手
で
も
無
心
で
夢
中
に
踊
っ
て
い
た
当

時
の
ほ
う
が
、
凄
く
楽
し
そ
う
に
見
え
た
。

　

体
力
の
衰
え
は
仕
方
な
い
が
、
年
相
応

に
楽
し
く
、
何
歳
（
い
く
つ
）
に
な
っ
て

も
そ
れ
な
り
に
楽
し
く
…
…
。

　

私
は
現
在
六
十
六
歳
で
す
が
、
十
九
歳

か
ら
五
十
五
歳
ま
で
三
十
七
年
間
県
外
生

活
を
し
て
来
ま
し
た
。
両
親
が
老
い
て
き

た
た
め
戻
っ
て
来
ま
し
た
が
、
早
い
も
の

で
十
一
年
が
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

妻
と
子
供
が
東
京
で
生
活
す
る
中
で
私

は
、
長
野
県
上
田
市
に
約
三
年
間
、
愛
知

県
豊
橋
市
に
約
四
年
間
、
徳
島
県
池
田
町

へ
三
年
間
及
び
新
潟
県
長
岡
市
へ
三
年
間

と
単
身
生
活
を
し
、
残
り
二
十
四
年
間
は

東
京
・
千
葉
生
活
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
生
活
経
験
か
ら
、
山
形

（
県
・
市
）
の
良
い
と
こ
ろ
を
三
点
挙
げ

て
み
ま
し
た
。

第
一
は
、
自
然
災
害
が
少
な
い
こ
と
。

　

こ
れ
は
、
山
形
県
の
地
形
及
び
山
形
市

の
位
置
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
例

え
ば
西
か
ら
北
上
す
る
台
風
は
、
中
央
・

北
・
南
ア
ル
プ
ス
に
進
路
を
阻
ま
れ
、
山

梨
・
群
馬
・
埼
玉
・
栃
木
・
茨
城
・
福
島

県
か
ら
太
平
洋
上
へ
と
進
路
を
変
え
る
こ

と
が
多
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
二
は
、
果
物
も
種
類
が
多
く
大
変
美
味

し
い
こ
と
。

　

長
野
県
も
、
リ
ン
ゴ
・
ブ
ド
ウ
が
大
変

美
味
し
い
で
す
が
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
・
ラ
フ

ラ
ン
ス
・
ス
イ
カ
・
メ
ロ
ン
は
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

第
三
は
、
そ
ば
が
日
本
一
美
味
し
い
こ
と
。

　

長
野
県
の
信
州
そ
ば
・
戸
隠
そ
ば
も
食

べ
て
み
ま
し
た
が
、
私
は
山
形
の
そ
ば
の

方
が
味
が
濃
く
香
り
が
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

山
形
の
そ
ば
に
良
く
似
て
い
る
の
が
、

福
井
県
の
越
前
そ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
お
ろ
し
そ
ば
が
大
変
美
味
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
新
潟
県
長
岡
市
で
食
べ
た

「
へ
ぎ
そ
ば
」、
徳
島
県
の
祖
谷
そ
ば
も

珍
し
か
っ
た
で
す
。

　

他
に
も
、
温
泉
・
米
・
日
本
酒
等
数
多

く
あ
り
、
山
形
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
頂
は
、
平
成
二
十
三
年
の
山

形
市
民
登
山
の
富
士
山
登
山
で
す
。
国
内

最
高
の
頂
に
立
ち
、
頂
か
ら
の
景
観
に
驚

き
満
足
し
登
頂
の
達
成
感
に
浸
っ
た
こ
と

で
す
。
登
山
経
験
は
皆
無
、
車
生
活
で
の

四
十
五
年
で
し
た
の
で
体
力
、
脚
力
は
不

安
で
し
た
が
、
頂
で
の
景
観
、
達
成
感
に

浸
る
こ
と
を
目
的
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

挑
戦
は
夏
山
。
雨
、
強
風
は
避
け
、
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
。
自
分
の
体
力
・

脚
力
で
、
安
全
・
安
心
登
山
を
条
件
と
し

て
頂
に
立
つ
。
目
標
の
設
定
に
当
た
り
、

山
形
県
の
山
、
山
と
高
原
地
図
な
ど
参
考

に
自
宅
か
ら
見
え
る
東
西
南
北
の
山
並
み

の
頂
へ
の
挑
戦
と
決
め
ま
し
た
。
東
に
贋

戸
山
、
神
室
、
龍
山
、
西
に
月
山
、
村
山

滝
山
一
地
区

�

本
木
　
康
晴

植
物
管
理
と
家
庭
菜
園

第
四
地
区

�

三
浦
　
敬
一

頂
　
へ

大
郷
地
区

�

柴
田
　
　
實

山
形
住
み
や
す
い
と
こ
ろ

第
四
地
区

�

西
村
　
信
治

Shall w
e 

ダ
ン
ス
？
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葉
山
、
朝
日
、
白
鷹
山
、
北
に
甑こ
し
き山
、
南

に
三
吉
山
、
葉
山
な
ど
の
山
並
み
で
す
。

　

脚
力
の
強
化
は
、
千
歳
山
、
富
神
山
へ

の
登
山
、
又
職
場
へ
の
通
勤
は
、
往
復
三

キ
ロ
、
仕
事
で
駅
前
周
辺
を
四
キ
ロ
、
休

日
は
霞
城
公
園
な
ど
を
歩
き
、
体
力
の
維

持
を
し
て
い
ま
す
。
挑
戦
も
五
シ
ー
ズ
ン

を
終
え
、
目
標
以
外
の
頂
や
、
県
外
の
頂

に
登
り
、
三
十
八
の
頂
で
景
観
と
達
成
感

に
浸
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
は
満
足
し

て
お
り
ま
す
。

　

夏
山
シ
ー
ズ
ン
も
す
ぐ
、
残
す
山
頂
に

思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
健
康
第
一
で
日
々

を
過
ご
す
今
日
で
す
。

　

私
は
、
山
形
市
の
南
南
西
に
位
置
す
る

本
沢
地
区
に
住
ん
で
お
り
、
自
宅
に
隣
接

し
て
い
る
百
三
十
坪
程
の
畑
で
自
家
用
の

野
菜
な
ど
を
作
り
な
が
ら
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。
以
前
は
母
が
作
っ
て
お
り
ま
し
た

が
母
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
私
と
妻
の
二

人
で
畑
の
管
理
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
特

に
、
数
年
前
に
勤
め
て
い
た
職
場
を
退
職

し
て
か
ら
は
畑
で
過
ご
す
時
間
が
次
第
に

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
畑
は
僅
か
な
面

積
で
す
が
、
耕
耘
、
施
肥
、
種
ま
き
、
苗

の
植
え
付
け
、
草
取
り
、
時
折
の
消
毒
、

ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
棚
作
り
、
さ

ら
に
乾
燥
す
れ
ば
潅
水
も
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
結
構
多
く
の
仕
事
が
あ
る
も

の
で
す
。
い
ま
で
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の

葉
物
類
、
大
根
な
ど
の
根
菜
類
、
果
菜
類
、

そ
の
他
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
果
実
、
行

者
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の
山
菜
と
、
少
し
ず
つ

で
す
が
七
十
種
類
を
超
す
品
目
を
作
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
出
来
の
良
い
年
も
良
く
な
い
年

も
あ
り
ま
す
が
ス
ー
パ
ー
で
販
売
し
て
い

る
よ
う
な
形
や
大
き
さ
が
均
一
な
も
の
を

作
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
自
分
で
食
べ
る
も
の

を
自
分
で
作
る
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

　

今
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
三
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
仕
事
を
し
て
い
る
と

い
う
意
識
か
ら
か
適
度
な
緊
張
感
が
あ
り

毎
日
の
生
活
に
充
実
感
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
花
や
風
景
な
ど
、
好
き

な
ス
ケ
ッ
チ
や
野
菜
作
り
を
楽
し
み
な
が

ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
仕
事

も
健
康
で
い
ら
れ
る
う
ち
は
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ペ
ー
ジ
を
破
る
と
今
日
の
一
言
『
言
葉

は
心
の
使
い
』「
い
つ
も
、
と
う
ち
ゃ
ん

は
軽
口
ば
か
り
で
、
言
葉
に
重
み
が
な
い

わ
ね
～
」
軽
い
、
重
い
に
か
か
わ
ら
ず
、

「
ア
レ
」
の
一
言
で
通
用
す
る
よ
う
な
、

熟
年
夫
婦
で
も
な
い
し
、
語
ら
な
け
れ
ば

そ
の
思
い
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
人
に

よ
っ
て
、
そ
の
言
葉
が
単
な
る
冗
談
の
つ

も
り
が
、
相
手
の
心
を
深
く
踏
み
に
じ
る

よ
う
な
、
傷
つ
け
る
事
が
あ
っ
て
は
い
け

な
い
と
、
常
に
戒
し
め
て
い
ま
す
。
特
に

最
近
は
、
年
で
酒
が
多
目
に
入
っ
た
り
す

る
と
、
つ
い
心
に
思
っ
て
い
る
本
音
が
、

ポ
ロ
リ
と
出
て
し
ま
う
の
で
、
度
を
超
さ

な
い
よ
う
気
を
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
妍け

ん

を
競
う
花
が
次
か
ら
次
へ
と
咲

き
、
そ
の
美
し
い
花
を
見
て
い
る
と
、
ふ

と
思
い
起
さ
れ
る
一
つ
の
詩
が
蘇
っ
て
き

ま
す
。
あ
れ
は
今
か
ら
四
五
年
前
の
二
〇

歳
の
時
、
東
京
下
町
に
あ
っ
た
、
古
い
木

造
ア
パ
ー
ト
の
三
帖
間
の
小
さ
な
部
屋
で

観
て
い
た
、「
だ
い
こ
ん
の
花
」
と
い
う

題
の
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
で
し
た
。
ド
ラ
マ
が

終
了
す
る
と
、
こ
ん
な
詩
が
流
れ
て
く
る

の
で
す
。「
行
き
ず
り
の
人
で
あ
れ
微
笑

む
が
い
い
、
見
知
ら
ぬ
人
で
あ
れ
話
し
か

け
る
が
い
い
、
誰
も
淋
し
い
の
だ
か
ら
、

誰
も
強
く
生
き
た
い
の
だ
か
ら
」
強
く
美

し
い
言
葉
は
、
い
つ
で
も
心
に
残
る
も
の

で
す
。
言
葉
は
そ
の
人
の
心
を
表
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
尚
更
誤
解
を
生
じ
な
い

よ
う
、
正
し
く
丁
寧
に
伝
え
れ
ば
誠
意
も

伝
わ
る
は
ず
。
こ
れ
か
ら
は
心
の
み
に
く

さ
を
出
さ
な
い
よ
う
、
言
葉
を
選
ぶ
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

言
葉
の
使
い
方
、
例
え
ば
我
が
家
の
夕

食
の
時
に
、
空
腹
で
満
ち
て
帰
っ
て
き
た

三
人
の
子
供
達
に
、「
こ
の
モ
ヤ
シ
炒
め
、

と
っ
て
も
美
味
し
い
か
ら
」
と
請
わ
れ
ば
、

幼
い
頃
か
ら
、
野
菜
の
好
き
嫌
い
を
無
く

す
為
、
色
々
工
夫
し
料
理
し
て
き
た
母
の

愛
を
感
じ
「
ウ
ン
、
と
っ
て
も
お
い
し
い

よ
」
と
答
え
ざ
る
を
得
な
い
。
良
か
っ
た

と
喜
ん
で
い
る
母
の
顔
、
明
日
も
美
味
し

い
夕
食
を
つ
く
ろ
う
と
自
慢
気
な
母
の
何

げ
な
い
言
葉
に
も
、
心
の
使
い
で
あ
る
優

し
さ
が
、
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

南
山
形
・
本
沢
地
区

�

古
内
　
藤
一

野
菜
づ
く
り
を
楽
し
み
な
が
ら

西
部
地
区

　
廣
谷
司
郎
左
ェ
門

『
言
葉
は
心
の
使
い
』

「
気
仙
沼
さ
ん
ま
祭
り
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら

六
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
大
震
災
以
降
、「
や

ま
が
た
気
仙
沼
会
（
武
田
満
会
長
）」
で

は
、
ふ
る
さ
と
の
復
興
支
援
と
大
震
災

を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い

を
込
め
て
「
気
仙
沼
さ
ん
ま
祭
り
i
n

山
形
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
六
年

目
と
な
る
今
年
も
、九
月
二
十
三
日（
土
・

秋
分
の
日
）
に
霞
城
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
二
〇
一
一
年
に
ち

な
ん
で
二
〇
一
一
匹
の
炭
火
焼
き
さ
ん

ま
が
無
料
で
提
供
さ
れ
る
ほ
か
、
語
り

部
の
体
験
発
表
、
親
子
さ
ん
ま
焼
き
教

室
、
三
陸
の
水
産
加
工
品
の
販
売
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。
被
災

地
へ
思
い
を
寄
せ
な
が
ら
、
ひ
と
と
き

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
へ
の
協

力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
会
員
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　

　

九
月
二
十
三
日
（
土
・
秋
分
の
日
）

　

午
前
八
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
（
昼

食
用
意
）

○
集
合
場
所　

　

霞
城
公
園
・
最
上
義
光
騎
馬
像
前

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容

　

受
け
付
け
、
来
場
者
の
誘
導
、
さ
ん

ま
焼
き
の
補
助
、
清
掃
巡
回
な
ど

○
募
集
人
数

　

三
十
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
り
ま
す
）

○
申
し
込
み

　

山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

（
電
話
六
四
七
｜
六
六
四
七
）
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地域
紹介 わが街自慢

川
井
　
幸
雄

赤
塚
　
正
弘

第
二
地
区

山
寺
・
高
瀬
地
区

　

第
二
地
区
は
山
形
駅
よ
り
南
側
で
、

線
路
を
挟
ん
で
東
と
西
に
あ
り
ま
す
。

西
側
に
は
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
や

山
形
テ
ル
サ
、
ホ
テ
ル
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
が
立
ち
並
び
、
ま
す
ま
す
発
展

し
て
い
る
街
で
す
。
東
側
は
古
く
か

ら
の
町
で
、
特
に
十
日
町
、
八
日
町

は
江
戸
時
代
よ
り
の
商
人
町
で
あ
り

ま
す
。
今
回
は
八
日
町
界
隈
の
ご
紹

介
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
八
日
町
は
昔
の
町
名
で
八
日
町
、

法
華
寺
（
浄
光
寺
）
が
あ
る
通
り
が

法
華
町
、
六
椹
八
幡
宮
の
あ
る
所
が

六
椹
町
、
八
幡
宮
北
参
道
に
番
匠
町

が
あ
り
ま
し
た
。
八
日
町
通
り
の
南

側
に
は
先
ほ
ど
の
浄
光
寺
の
他
、
蔵

龍
院
、
法
恩
寺
、
玄
明
寺
、
宝
光
院
、

六
椹
八
幡
宮
と
寺
や
神
社
が
あ
り
、

町
中
で
あ
り
な
が
ら
樹
齢
数
百
年
と

い
う
巨
木
も
あ
り
、
緑
の
多
い
場
所

と
な
っ
て
お
り
、
夏
で
も
木
陰
は
涼

し
く
近
く
の
子
供
た
ち
の
遊
び
場
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。
六
椹
八
幡
宮
は

北
の
宮
様
（
鳥
海
月
山
両
所
宮
）、

南
の
八
幡
様
と
呼
ば
れ
山
形
の
町
を

南
北
に
二
分
す
る
神
社
で
、
い
わ
れ

は
平
安
時
代
に
前
九
年
の
役
に
際
し
、

将
軍
の
源
頼
義
と
義
家
親
子
が
当
地

に
至
り
、
里
人
よ
り
「
こ
の
地
に
椹

の
木
六
本
有
り
、
故
に
六
椹
と
称
し

祀
れ
る
八
幡
大
神
也
」
と
聞
き
、

「
そ
れ
陸
奥
の
苦
を
抜
く
」
と
八
幡

神
に
戦
勝
祈
願
を
し
、
争
乱
平
定
後
、

社
殿
造
営
、
絹
黒
金
地
泥
日
章
旗
一

旒
を
奉
納
し
た
と
さ
れ
る
。

　

六
椹
八
幡
宮
に
は
氏
子
の
神
輿
会

と
し
て
氏
子
青
年
会
が
あ
り
、
夏
祭

り
に
は
屋
台
を
出
し
、
近
隣
の
人
た

ち
が
多
数
集
ま
り
、
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
特
に
九
月
十
五
日
の
例
祭
に
は

近
隣
の
神
輿
会
も
一
緒
に
参
加
し
て

町
内
を
神
輿
が
練
り
歩
き
、
八
幡
神

の
ご
加
護
を
受
け
た
い
と
通
り
に
出

て
神
輿
に
参
拝
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

す
。
町
内
の
人
た
ち
は
神
輿
休
憩
所

を
設
け
接
待
を
し
て
な
お
一
層
の
ご

加
護
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

高
瀬
地
区
蔦ツ
タ

ノノ

木キ

集
落
は
、
山
形

市
内
よ
り
北
東
に
位
置
し
、
宮
城
県

へ
の
二
口
峠
へ
の
街
道
沿
い
の
東
面

の
山
の
中
腹
に
有
る
圓
通
山
見
滝
寺

の
庭
に
あ
る
池
に
つ
い
て
で
す
が
、

今
も
「
ガ
マ
蛙
」
が
産
卵
に
現
れ
る

池
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
池
に
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、

宮
城
と
山
寺
方
面
か
ら
「
ガ
マ
蛙
」

が
わ
た
っ
て
く
る
の
で
地
元
で
は

「
ガ
マ
寺
」
と
呼
び
親
し
ま
れ
て
い

る
寺
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
見
滝
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
述

べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

圓
通
山
見
滝
寺
は
南
村
山
郡
堀
田

村
、
現
在
の
半
郷
松
尾
山
安
養
寺
の

末
寺
で
あ
り
、
昔
は
中
沢
口
の
宇
治

川
民
蔵
氏
う
ら
に
経
塚
と
呼
ば
れ
る

塚
が
有
り
そ
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と

い
う
。

　

又
、
今
の
薬
師
堂
の
と
こ
ろ
に
尼

寺
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。

　

そ
の
後
、
今
の
場
所
に
寺
を
建
て

て
平
石
山
見
滝
寺
と
名
付
け
た
が
、

寺
に
つ
い
て
色
々
と
争
い
が
あ
り
安

養
寺
大
養
寺
大
和
尚
が
中
に
入
り
ま

る
く
治
め
た
の
で
圓
通
山
と
改
め
た

と
い
う
話
が
あ
る
。

　

な
お
、
高
瀬
地
区
の
名
木
と
言
わ

れ
る
庭
の
「
し
だ
れ
桜
」
は
山
形
市

教
育
委
員
会
指
定
桜
で
十
四
世
紀
の

時
に
植
え
た
と
言
い
伝
え
が
有
り
ま

す
。

　

集
落
の
人
た
ち
が
協
力
し
「
シ
ダ

レ
桜
」
の
あ
る
寺
院
に
よ
る
夜
照
明

燈
を
つ
け
楽
し
ん
で
、
よ
そ
の
地
区

民
の
方
も
来
ら
れ
楽
し
ん
で
見
学
に

来
ら
れ
る
見
滝
寺
の
寺
院
が
あ
る
地

区
で
あ
り
ま
す
。

六椹八幡宮社殿
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第
三
地
区

　

伊
藤
　
　
忠

　

現
役
を
し
り
ぞ
い
た
こ
ろ
、
パ
ソ
コ
ン

は
主
に
職
場
で
、
仕
事
で
使
う
も
の
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
家
庭
に
も

普
及
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
も
っ
て
く

ら
し
と
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
パ
ソ

コ
ン
技
術
を
学
習
す
る
会
員
が
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
の
学
習
会
の
あ
っ
た
四

月
の
第
二
木
曜
日
、
西
部
公
民
館
で
会
長

の
伊
藤
さ
ん
に
学
習
内
容
な
ど
を
取
材
し

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
練
習
用
の
資
料
が
配
ら
れ
、

パ
ソ
コ
ン
か
ら
取
り
込
ん
だ
ス
ク
リ
ー
ン

の
映
像
で
学
習

が
始
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
講
師

は
伊
藤
さ
ん
で
、

参
加
者
は
十
八

人
。
こ
の
日
は

ワ
ー
ド
の
横
書

き
、
縦
書
き
、

図
形
の
挿
入
、

ワ
ー
ド
ア
ー
ト
の
書
式
設
定
な
ど
で
し
た

が
、
説
明
だ
け
で
は
よ
く
わ
か
ら
ず
、

さ
っ
そ
く
質
問
が
で
て
い
ま
し
た
。
ひ
と

区
切
り
し
た
と
こ
ろ
で
伊
藤
さ
ん
か
ら
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
は
初
心
者
を
対
象
と

し
て
平
成
十
七
年
に
で
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
ク
ラ
ブ
の
卒
業
生
は
約
二
百
人
と

の
こ
と
。
伊
藤
さ
ん
は
ず
っ
と
会
長
と
し

て
資
料
づ
く
り
な
ど
の
世
話
役
を
続
け
て

き
た
そ
う
で
す
。

　

会
員
の
入
会
動
機
は
①
パ
ソ
コ
ン
を
お

ぼ
え
た
い
②
町
内
会
の
資
料
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
③
デ
ジ
カ
メ
画

像
の
管
理
と
編
集
を
お
ぼ
え
た
い
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
・
課

題
、
レ
ベ
ル
に
あ
わ
せ
て
学
ん
で
い
ま
す
。

習
熟
度
も
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
わ
か
る
人

が
教
え
る
と
い
う
相
互
学
習
が
基
本
で
す
。

年
に
数
回
の
懇
親
会
で
相
互
の
つ
な
が
り

を
深
め
て
も
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
お
ぼ
え
た
い
方
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
ざ
す
方
、
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
々
の
く
ら
し
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
取
材
・
広
報
部
）

第
一
地
区�

角
田　

寿
春

第
二
地
区	

荒
井　
　

實

	

澤
村
千
代
子

第
五
地
区�

大
場　

正
仁

第
六
地
区�

齋
野
五
兵
衛

	

佐
藤
ト
ク
ヨ

西

地

区�

中
村
と
し
子

第
八
地
区�

佐
藤　

壽
子

�

粕
川　

令
二

第
十
地
区�

半
田　
　

剛

鈴
川
一
地
区	

渡
辺
須
磨
子

	

古
川　

真

	

小
野
寺
良
子

	

菊
池　

博
樹

鈴
川
二
地
区�

吉
田
嘉
鶴
榮

鈴
川
三
地
区�

武
田
ゆ
き
子

千
歳
地
区�

片
山　

博
雄

飯
塚
・
椹
沢
地
区�

吉
田
光
一
朗

	

伊
藤　

吉
蔵

	

安
食　
　

仁

東
沢
地
区�

古
川　

春
子

�

鈴
木　

博
子

	

竹
石　

榮
子

	

神
保　

辰
男

	

若
木
大
三
郎

滝
山
二
地
区�

白
田　

幸
枝

	

小
出　

正
文

	

情
野　

正
則

	

佐
藤　

芳
春

出
羽
・
明
治
地
区�

門
脇　

丸
子

	

佐
藤
喜
久
雄

	

横
山　

健
一

	

東
海
林　

敏

	

増
川
よ
し
子

金
井
地
区�

三
浦　

君
子

	

神
尾
千
枝
子

	

武
田　

正
造

	

荒
木
多
美
枝

	

鈴
木　
　

藏

大
郷
地
区�

武
田　

義
幸

山
寺
・
高
瀬
地
区�

斎
藤　

吉
典

	

広
瀬　

清
三

蔵
王
地
区�

久
松　

俊
一

�

高
橋　

俊
二

	

斎
藤　

政
子

	

玉
木　

芳
昭

	

三
沢　

昌
之

	

髙
橋　

明
光

	

阿
部　

俊
一

南
山
形
・
本
沢
地
区�

古
頭　

修
一

	

尾
形　
　

博

南
沼
原
地
区�

伊
藤　
　

稔

�

鬼
嶋　

博
安

�

武
田　

嘉
春

�

中
嶌　
　

寛

シ
ル
バ
ー
に

人
あ
り
　
技
あ
り
　
心
あ
り

パ
ソ
コ
ン
に

　
親
し
み
絆
を
深
め
る

（４月１日～６月30日まで）
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山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
形
市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

電
話（
〇
二
三
）六
四
七−

六
六
四
七

あ と が き

⃝

今
回
の
会
報
は
、
定
時
総
会
の
記

事
を
中
心
に
増
ペ
ー
ジ
し
て
「
就
業

会
員
を
訪
ね
て
」
の
欄
を
減
ら
し
ま

し
た
。
平
成
二
十
八
年
度
事
業
実
績

報
告
並
び
に
平
成
二
十
九
年
度
課
題

と
事
業
予
算
を
掲
載
し
ま
し
た
。

⃝
今
年
度
は
、
役
員
改
選
の
年
で
あ

り
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
た
理
事
や
地

区
の
世
話
役
、
互
助
会
の
役
員
の

皆
々
さ
ま
に
は
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に

長
く
ご
尽
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⃝
今
回
選
出
さ
れ
活
躍
し
て
い
た
だ

く
新
役
員
を
紹
介
し
ま
し
た
。
長
瀬

理
事
長
は
じ
め
、
新
役
員
と
会
員
が

力
を
合
わ
せ
た
活
動
は
、
当
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
発
展

に
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

⃝
広
報
部
会
も
新
旧
の
入
れ
替
わ
り

が
あ
り
ま
し
た
。
親
し
み
あ
る
会
報

作
り
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

⃝
会
員
の
皆
様
に
お
願
い
で
す
。「
会

員
の
ひ
ろ
ば
」
に
原
稿
の
依
頼
が

あ
っ
た
と
き
は
、
前
向
き
な
気
持
ち

で
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⃝
テ
ル
サ
隣
に
（
仮
）
県
民
文
化
施

設
を
建
設
中
、
花
笠
パ
ー
キ
ン
グ
が

縮
小
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
二

時
間
無
料
駐
車
の
で
き
る
場
所
が
山

形
駅
東
口
交
通
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に

変
わ
り
ま
し
た
。
少
し
遠
く
な
り
ま

す
が
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⃝
高
齢
者
の
交
通
事
故
件
数
が
多
く

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
七
十
五
歳

以
上
の
免
許
更
新
の
と
き
は
認
知
機

能
検
査
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
事
故

に
「
あ
わ
な
い
・
お
こ
さ
な
い
」
運

転
の
基
本
は
十
分
な
車
間
距
離
と
横

断
者
へ
の
気
配
り
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
日
頃
よ
り
安
全
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

U
R

L：
http://w

ebc.sjc.ne.jp/yam
agatashi

E
-m

ail：
yam

agatashi@
sjc.ne.jp

お
知
ら
せ
と

　
　
お
願
い

　
　
　
　
訃
　
　
報

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

鈴
木　

綏
子
さ
ん（
七
十
六
歳
）

　
　
　
　
　
　
　（
鈴
川
二
地
区
）

久
末　

守
義
さ
ん（
七
十
六
歳
）

　
　
　
　
　
　（
飯
塚
・
椹
沢
地
区
）

村
上　

髙
幸
さ
ん（
六
十
七
歳
）

　
　
　
　
　（
南
山
形
・
本
沢
地
区
）

仲
島　

勝
利
さ
ん（
七
十
一
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
第
二
地
区
）

■
配
分
金
支
払
日

　
七
月
二
十
日
（
木
）

　
八
月
十
八
日
（
金
）

　
九
月
二
十
日
（
水
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧
誘
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
七
月
十
三
日
（
木
）　
二
十
日
（
木
）

　
　
　
二
十
七
日
（
木
）

　
八
月
十
七
日
（
木
）
二
十
四
日
（
木
）

　
　
　
三
十
一
日
（
木
）

　
九
月
七
日
（
木
）
十
四
日
（
木
）

　
　
　
二
十
一
日
（
木
）

■
就
業
相
談
日
（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　
七
月
十
三
日
（
木
）

　
八
月
十
七
日
（
木
）

　
九
月
十
四
日
（
木
）

〇
九
〇
―
六
二
五
五
―
五
三
〇
二

　

土
日
・
祝
日
に
事
故
等
が
発
生
し
た
場

合
の
緊
急
連
絡
先
で
す
。

　

ま
た
、
会
員
証
と
一
緒
に
お
渡
し
す
る

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、
就
業
の
際
必
ず
携

帯
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
緊
急
連
絡
先

地
域
の
総
合
検
診
は

�

必
ず
受
け
よ
う
！

　
健
康
で
な
け
れ
ば
良
い
仕
事
は
で
き

ま
せ
ん
。
各
地
区
の
総
合
健
診
を
受
診

し
て
、
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

年
度
会
費
は

�
傷
害
保
険
料
に
充
当

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て

い
る
年
度
会
費（
会
員
互
助
会
除
く
）

の
主
な
使
用
内
容
に
つ
い
て
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　
会
員
傷
害
保
険
料（
一
人
あ
た
り
）

　
　
二
千
百
九
十
円

　
総
会
議
案
書
・
会
報
印
刷
費
等

　
　
九
百
円

�

（
う
ち
、
三
百
十
円
を
充
当
）

常
務
理
事
兼
事
務
局
長�

笹
原　

信
之

業
務
課
長　
　

�

　
　

平
田　

悦
一

業
務
係

係
長　
　
　
　

�

　
　

武
田　

千
春

主
事　
　
　

�

　
　

原
田　

弘
之

嘱
託
職
員　
　

�

　
　

吉
田　

和
志

嘱
託
職
員　
　

�

　
　

角
田　

幸
恵

総
務
係

係
長
（
兼
務
）�

　

武
田　

千
春

主
任　
　
　
　

�

　
　

斎
藤　

康
子

嘱
託
職
員　
　

�

　
　

菊
地　

枝
里

事
務
局
紹
介


